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「
芦
屋
市
地
域
振
興
券
」
の
使
用
期
限
は
、
平

成
十
一
年
九
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
市
内

の
地
域
振
興
券
取
扱
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
の
際
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
地
域
振
興
券
の
額
面
は
千
円
で
す

○
お
釣
り
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん

○
交
付
対
象
者
本
人
か
代
理
人
以
外
は
使
用
で
き

ま
せ
ん

○
紛
失
の
場
合
、
地
域
振
興
券
の
再
交
付
は
で
き

ま
せ
ん

○
地
域
振
興
券
の
交
換
、
譲
渡
、
売
買
は
で
き
ま

せ
ん

再発見�
芦屋の自然�

　
今
ま
で
冬
枯
れ
だ
っ
た
山
野
に
若
緑
の
芽

吹
き
が
始
ま
る
と
、
何
と
な
く
胸
が
わ
く
わ

く
し
、
自
然
の
中
に
出
か
け
た
い
と
い
う
衝

動
に
駆
ら
れ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。�

　
そ
ん
な
気
持
ち
で
出
か
け
た
時
、
思
い
が

け
な
い
魅
惑
的
な
花
に
出
あ
う
と
そ
の
感
激

も
ひ
と
し
お
で
す
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
春

の
花
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。�

　
日
当
た
り

の
よ
い
雑
木

林
の
片
隅
な

ど
に
秘
め
や

か
に
咲
く

シ
ュ
ン
ラ
ン

も
そ
の
一
つ
で
す
。
花
び
ら
が
緑
色
で
派
手

な
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
蘭
特
有
の
花
弁
が

開
き
、
見
飽
き
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
唇

弁
に
濃
赤
色
の
斑
点
が
あ
る
の
で
ホ
ク
ロ
の

別
名
が
あ
り
ま
す
。
か
っ
て
は
芦
屋
の
山
に

も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
乱
獲
に
よ
っ

て
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
す
。�

　
芦
屋
川
上
流
の
砂
地
で
キ
ケ
マ
ン
を
見
つ

け
た
時
も
し
ば
ら
く

見
愡
れ
て
い
ま
し
た
。

同
じ
ケ
シ
科
の
ム
ラ

サ
キ
ケ
マ
ン
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が

（
城
山
周
辺
）
キ
ケ

マ
ン
の
方
は
う
ん
と

少
な
い
よ
う
で
す
。

名
の
よ
う
に
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
が
印
象

的
で
す
。
四
月
初
旬

に
宝
殿
橋
バ
ス
停
あ

た
り
か
ら
上
の
山
地

を
眺
め
る
と
白
い
花

を
た
く
さ
ん
つ
け
た

木
が
点
々
と
あ
る
の

が
目
に
つ
き
ま
す
。
俗
に
コ
ブ
シ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
六
甲
山
の
も
の
は
同
じ
仲
間

の
タ
ム
シ
バ
で
す
。
高
い
所
に
花
が
付
く
の

で
花
を
直
接
見
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
木
蓮
に
似
た
優
雅
な
白
い
花
で
す
。
葉

を
噛
む
と
甘
い
の
で
「
噛
む
柴
」
が
訛
っ
て

こ
の
名
が
付
い
た
そ
う
で
す
。
白
い
花
と
い

え
ば
城
山
の
山
頂
に
ヤ
マ
ナ
シ
の
木
が
一
本

あ
り
、
春
に

は
い
つ
も
可

憐
な
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

梨
の
野
生
化

し
た
も
の
で

六
甲
山
系
の

所
々
に
み
ら

れ
ま
す
。
市

内
で
時
折
、

シ
ロ
バ
ナ
タ

ン
ポ
ポ
を
見

か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
花
が
真
っ
白
な
の
で
、
あ
れ

ば
す
ぐ
目
に
止
ま
り
ま
す
。

関
西
で
は
珍
し
い
の
で
す

が
、
北
九
州
で
は
白
花
が

主
で
黄
色
の
タ
ン
ポ
ポ
の

方
が
少
な
い
そ
う
で
す
か

ら
「
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ

る
」
で
す
。�

　
皆
さ
ん
も
魅
惑
的
な
花

を
訪
ね
て
自
然
散
策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。�

芦
屋
市
環
境
づ
く
り
推
進
会
議
委
員�

古
市
　
景
一�

キケマン（芦屋川上流）�

白いタムシバの花を遠望�

タムシバの花�

城山山頂のヤマナシの花�

朝日ヶ丘町付近のシロバナ�
タンポポ�

芦屋山地に咲く�
シュンラン�

春
の
花
の
装
い
探
訪�

―
―

美
し
く
魅
惑
の
花
た
ち

―
―�

ほ
と
ん�

か�

か�

な
ま�

芦屋警察署

演出／大森一樹（映画監督）　撮影／山口宏（写真家）　イラスト／なかにし和子

　昭和２年建設。今年度から建て替え工事が予
定されているが、正面部分は保存復元される。
工事期間中は環境処理センター西隣の仮庁舎
で業務を行う。

　
平
成
十
一
年
三
月
五
日
の
市
議
会
で
同
意
を
得
た
山

内
修
身
氏
が
、
四
月
一
日
付
け
で
助
役
に
就
任
い
た
し

ま
す
。

新
助
役
に
山
内
修
身
氏　

山
内
新
助
役
は
、
前
・

小
林
助
役
の
事
務
を
引
き

継
い
で
担
当
し
ま
す
。

　
任
期
は
、
平
成
十
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

プロフィール
山内修身（やまうち・おさみ）氏
灘区在住。57歳。神戸大学法学部
卒。市長室長、企画財政部長、教
育委員会管理部長を歴任。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
課
　
1
#8 
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市内商店街等で
“Ｗチャンス大抽選セール”

　下のステッカーが張ってあ
る市内の店舗・事業所で地域
振興券は使えます。

　芦屋市商工会・芦屋市商店連合会では、地域振
興券の交付に併せて地域商業の振興と活性化を図
るため、地域振興券利用者にその場で500円の商
品券が当たるスピードくじと、１等10万円の商品
券が当たる抽選会（６月６日抽選）を行います。

□
図
書
券
、
文
具
券
、
ビ
ー
ル
券
な
ど
の

各
種
商
品
券
の
購
入

□
使
用
期
限
の
な
い
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、

官
製
は
が
き
、
切
手
、
宝
く
じ
等
の
購
入

□
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
話
料
金
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
な
ど
の
支
払
い

地
域
振
興
券
を
利
用
で
き
な
い

商
品
等

地
域
振
興
券
は
取
扱
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
張
っ
て
あ
る

市
内
の
お
店
で
ご
利
用
で
き
ま
す

人口と面積＜平成11年３月１日人口＞　■住民基本台帳＋外国人登録　総数82,940／男38,613／女44,327／世帯数34,724　■推計人口　総数76,722／男35,515／女41,207／世帯数31,110　＜面積＞18.57K㎡

【あしや喜楽苑職員募集】
●職種…援助員（18～40歳位ま
で）●業務内容…入居者・利用
者の生活援助●勤務条件…ロー
テーション勤務（夜勤有り）●
諸条件…委細面談の上●連絡先
…特別養護老人ホームあしや喜
楽苑（134-9287）

【母と子のいこいの部屋】
●日時…４月２､９､16、23、30
日（金）10時30分～12時●会場
…図書館集会室●連絡先…図書
館友の会・半田（123-1746）

【ライブラリー卯月コンサート】
●日時…４月３日（土）18時30
分～●会場…図書館・エントラ
ンス●出演…佐々木千賀、伊藤
正●内容…「さくら横町」「春
よ」ほか●定員…150人（当日
直接会場へ）●連絡先…図書館
友の会・半田（123-1746）

【浜風の家の催し】
●内容…①絵本、昔話等の語り
②手づくりおもちゃ（百円塾）
③人形の洋服づくり④カヌー体
験会●日時…①４月４日（日）
11時～、13時30分～②４月10日
（土）14時30分～16時③４月17
日（土）14時～16時④４月24日
（土）10時～●会場…浜風の家、
いずれも詳細は下記へ●連絡先
…浜風の家（135-5700）

【ラッキーの会のスタジオ】
●日時…４月７､14、21、28日
（水）10時～12時●会場…図書

館集会室●内容…人形劇や紙芝
居等の製作・練習●連絡先…深
田（122-8176）

【右脳でいきいき生活講座②】
●日時…４月９日（金）13時30
分～15時より毎月（計６回）●
会場…市民センター301室●講
師…児玉光雄氏●費用…300円
●連絡先…芦屋いきいき学ぶ
会・西尾（132-8837）

【公開講座～芦屋市の介護保険
はこうなる】

●日時…４月９日（金）14時～
16時●会場…女性センター●講
師…市高年福祉課介護保険担当
者●連絡先…グループ・フォ
ロー・中村（123-2488）

【ヨッシーくらぶ】
●日時…４月10､24日（土）13
時～16時30分●会場…図書館集
会室●対象…中学～高校生●連
絡先…吉津（134-5964）

【市民ハイキング】
●日時…４月11日（日）８時30
分～●集合場所…阪急芦屋川駅
北側広場●行き先…神戸背山●
費用…480円●持ち物…昼食ほ
か●連絡先…大山（131-1923）
＜夜間のみ＞

【折り紙教室】
●日時…４月14日（水）10時～
12時●会場…図書館集会室●持
ち物…折り紙、はさみ、のり●
連絡先…段谷（134-2546）

【ブヘリ・ウオルティ夫妻の　
チャリティコンサート】

●日時…４月18日（日）14時～

　　
　
　

陽
光
町
　
福
岡
　
良
一

「
３
学
期
が
始
ま
る
ぞ
！
」

　
広
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
が
始
ま
っ
て
、

潮
見
中
学
校
の
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

部
活
の
交
流
時
に
他
校
の
子
等
、
い
ろ
ん

な
人
に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
学
校
に
パ
ン
を
売
り
に
く
る
オ
ジ

さ
ん
に
「
看
護
婦
さ
ん
に
な
る
ん
だ

ね
」
っ
て
言
わ
れ
た
り
…
。
ハ
ズ
か
し
い

け
ど
、
み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

み
た
い
で
少
し
う
れ
し
い
で
す
。
も
う
す

ぐ
三
年
生
。
将
来
の
事
を
も
う
一
度
じ
っ

く
り
考
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
け
ど
、

今
回
の
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
と
撮
影

の
時
感
じ
た
自
分
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

進
路
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
母
・
暢
子
さ
ん
よ
り
〜

　
子
ど
も
と
共
に
私
も
テ
レ
ビ
に
出
て
体

験
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
お
陰
で
番
組
を
作
ら
れ
る
か
た
が
た
の

熱
い
想
い
と
、
ご
苦
労
の
一
端
が
分
か
り
、

番
組
の
見
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
芦
屋
市
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

楽
し
い
番
組
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

若
葉
町
　
山
本
　
紘
子

　
数
十
年
前
の
日
本
は
滅
「
私
」
奉
公

だ
っ
た
が
、
今
は
滅
「
公
」
奉
仕
の
時
代

だ
と
い
っ
た
人
が
い
る
。
現
代
は
汚
職
、

背
任
、
天
下
り
な
ど
、
「
私
益
」
ば
か
り

が
表
面
化
し
て
、
公
益
な
ん
か
存
在
す
る

の
か
、
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
年
五
月
に
芦
屋
市
立
図
書
館
は
開
設

五
十
周
年
を
迎
え
る
が
、
二
代
目
市
長
の

長
岡
喜
十
郎
が
退
職
金
十
万
円
を
全
額
、

市
立
図
書
館

　
50
周
年
に
思
う

打
出
小
槌
町
　
佐
藤
武
英

　
一
九
九
九
年
の
初
日
の
出
を
写
し
た
の

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
芦
屋
の
新
し
い

町
・
陽
光
町
の
十
階
自
室
バ
ル
コ
ニ
ー
か

ら
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
使
い
捨
て

カ
メ
ラ
で
、
ず
ぶ
の
素
人
の
私
が
一
瞬
を

う
れ

写
し
た
喜
び
、
そ
し
て
嬉
し
さ
に
「
私
に

も
写
せ
ま
す
」
。
ど
こ
か
の
Ｃ
Ｍ
の
文
句

じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
。

陽
光
町
の
初
日
の
出

図
書
館
開
設
資
金
に
指
定
寄
付
を
し
た
の
は

昭
和
二
十
一
年
で
あ
る
。
元
教
育
部
長
・
三

枝
秀
行
は
「
当
時
の
十
万
円
は
巨
額
で
、
こ

れ
が
本
市
立
図
書
館
建
設
の
貴
重
な
礎
石
と

な
っ
た
。
私
た
ち
市
民
は
同
氏
の
教
育
事
業

へ
の
卓
見
と
愛
情
と
を
永
久
に
記
念
す
べ
き

だ
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

　
丹
波
の
篠
山
町
で
は
、
こ
の
町
出
身
の
陸

軍
大
将
・
本
郷
房
太
郎
が
昭
和
六
年
に
死
去

の
際
、
町
の
有
志
が
銅
像
の
建
立
を
計
画
し

た
が
遺
族
は
こ
れ
を
固
辞
。
八
千
九
百
円
の

寄
付
金
は
図
書
館
（
町
立
本
郷
図
書
館
）
に

姿
を
か
え
た
。
昭
和
の
初
期
と
し
て
は
、
県

内
で
も
珍
し
い
本
格
的
な
図
書
館
で
、
今
も

篠
山
町
民
の
な
ん
と
七
、
八
割
は
本
郷
の
名

の
由
来
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
。

い

　
敗
戦
の
傷
い
ま
だ
癒
え
な
い
混
乱
の
時
代

に
、
明
日
の
芦
屋
の
た
め
に
退
職
金
を
そ
の

ま
ま
献
げ
た
長
岡
喜
十
郎
の
遺
徳
を
私
た
ち

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
共
に
、
私
益
の

み
を
求
め
る
こ
と
大
で
あ
る
世
相
を
猛
省
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。

変
形
し
て
お
り
、
日
常
の
生
活
に
も
支
障
を

き
た
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
毎
日
い
つ
も

“

前
向
き‘

の
姿

勢
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
な
が
ら
生
活
と
闘
病
に

“

負
け
て
た
ま
る
か‘

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
四
月
末
に
新
居
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
）
に
移
り
住
ん
で
は
や
一
年
。
芦
屋
に

移
り
住
ん
で
三
十
五
年
が
過
ぎ
、
良
き
環
境

の
中
で
暮
ら
し
得
た
事
は
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
良
い
街
づ
く
り
に
微
力
で
す
が
力
添
え
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
天
災
と
は
い
え
、
あ
の
大
震
災
後
五
年
目
、

復
興
へ
の
槌
音
が
今
も
ど
こ
か
で
響
い
て
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
南
芦
屋
浜
病
院
も
五
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
整
い
つ
つ
あ
る
新
し
い

町
・
陽
光
町
は
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
和
を
広
め
て
モ
デ
ル
的
な
街
と
し
て
脚
光

を
浴
び
る
日
も
遠
か
ら
じ
と
、
老
骨
に
更
に

む
ち鞭

を
打
っ
て
寄
与
（
サ
ポ
ー
ト
）
し
た
い
。

初日の出～陽光町から

　
私
は
未

だ
に
医
療

で
解
決
得

な
い
難
病

（
リ
ウ
マ

チ
）
と
闘

い
続
け
て

二
十
年
余
。

手
の
指
は

十
本
と
も

広
報
番
組
に
出
演
し
て

15時30分●会場…浜風の家●内
容…パンフルート＆ピアノ・
デュオ●申し込み…当日直接会
場へ●連絡先…浜風の家（135-
5700）

【レッツトライ！エンジョイテ
ニス】

●日時…５月５日（水・祝）９
時～12時30分（雨天中止）●会
場…芦屋公園テニスコート●内
容…①手軽で安全な道具を使用
し低年齢に合わせた楽しいメ
ニュー、②①を踏まえ簡単な
ゲームまで●対象…①幼稚園児
～小学校２年生の子どもと親②
小学校３～６年生（初心者～初
級）●定員…①40組②50人●費
用…500円●申し込み…電話で予
約●連絡先…芦屋市テニス協会
（122-3852）

【芦屋の地へ植樹～チャリ
ティーイベント】

●内容…①ガレージセール②
チャリティーゴルフコンペ●日
時…①５月１日（土）13時～16
時、２日（日）11時～16時②５月
25日（火）●会場…①宮本産婦人
科医院・駐車場②芦屋カンツリー
倶楽部●費用…②登録料10,000円
（チャリティーパーティ費含む）
とプレー費15,000円（昼食費等含
む）●申し込み…②４月24日
（土）まで●連絡先…国際ソロプ
チミスト芦屋・森（122-2623）

【「我が学びや」発行】
●内容…山手小学校校舎のモダ
ニズム建築の特徴を28ページ87つづ

枚のカラー写真で綴ったアルバ
ム。●値段…１冊2,000円●連絡
先…大利（122-3760）

このステッカーを目印に！

見 本
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種類 １カ月 ３カ月
改正前 改正後 改正前 改正後

自転車 2,000 1,400 5,500 3,800
原付（50cc以下） 3,000 2,100 8,200 5,700

高 齢 者 体 操 学 級

┃老人保健法の一部負担金が４月１日
┃から改正されます
●外来…１日につき（改正前）500円→
（改正後）530円＜同じ医療機関ごとに１
カ月４日まで負担＞●入院…１日につき
（改正前）1,100円→（改正後）1,200円
＜市民税非課税世帯等で老齢福祉年金を
うけているかたは、従来どおり１日500
円＞●そのほか…市民税の非課税世帯の
かたは「入院時一部負担金限度額適用認
定」の申請が必要●問い合わせ…保険年
金課医療助成係（138-2037）

┃児童センターからのお知らせ
＜親子自然教室＞
●内容…年５回休日に、野外で植物や昆
虫などの観察・採集を行い、自然とふれ
あい楽しむ●対象…小学生と保護者30組
●参加費…無料（交通費等実費負担）　
＜小学生トランポリン教室＞
●日時…４月～、月３回月曜日（全30
回）15時～15時50分●会場…上宮川文化
センター・ホール ●内容…トランポリン
を楽しみながら、スポ－ツの基礎体力を
育成●募集人数…小学１年生５人
＜女性トランポリン教室＞
●日時…４月～、月３回月曜日（全30
回）13時45分～14時45分●会場…上宮川
文化センター・ホール●募集人数…市内
在住の女性10人
＜親子トランポビクス教室＞
●日時…５月～、月３回火曜日（全20
回）①14時～15時②15時15分～16時15分
●会場…上宮川文化センター・ホール●
内容…音楽に合わせジョグ（器具）の上
で楽しく体を動かす●対象…３歳児（平
成11年４月１日現在）と保護者24組
＜歌声ひろば参加者募集＞
●日時…４月～、月２回水曜日９時30分
～11時30分●会場…上宮川文化センター
・視聴覚室●対象…市内在住の母親15人
●内容…発声練習、童謡ほか
　以上の申し込みは、ハガキに教室名
（１教室につき１枚）、希望クラス、住
所、氏名、生年月日（学年）、電話番号
を記入し下記へ（４月５日の消印有効、
親子トランポビクス教室は４月19日が締
め切り）＜応募者多数の場合は抽選＞
＜ひよこひろば＞
　遊具を使って親子で自由に遊びます。
●日時…月３回木曜日13時30分～14時30
分、ただし４月は22日のみ●会場…上宮
川文化センター・遊戯室●対象･･･１歳半
～２歳児と保護者●定員…各回13組●申
し込み…当日９時30分から電話で
＜親子ひろば募集＞
●日時…５月～、週２回10時～11時30分
●会場…上宮川文化センター・遊戯室●
内容…親子での遊戯●対象…３歳児（平

制　度　内　容�

融資限度額�

運転資金�
設備資金�
小規模事業資金�
無担保無保証人資金�
近代化資金�

800万円�
1,000万円�
750万円�
750万円�
1,500万円�

運転資金�
設備資金�
小規模事業資金�
無担保無保証人資金�
近代化資金�

2.5%�
2.5%�
2.3%�
2.3%�
2.3%�
�

1,200万円�
1,500万円�
1,000万円�
1,000万円�
1,700万円�

2.3%�
2.3%�
2.1%�
2.1%�
2.1%�
�設備資金� 84カ月以内� 96カ月以内�

融資利率�

融資期間�

信用保証料�
補助�

改正前� 改正後�

無担保無保証人資金�
融資額200万円以下
が対象�

無担保無保証人資金、
小規模事業資金融資額
300万円以下が対象�

市役所�

国道43号�

ぬえ塚橋�

浜芦屋交番�

芦屋公園�
テニスコート�

芦屋公園内�
仮設投票所�

芦
　
屋
　
川�
テ
ニ
ス
コ
ー
ト�

前
バ
ス
停�

�

白バラ
　だより

　金融不安・消費の低迷が続く中で中小企業者の皆さんに円滑な事業
資金の供給を行い、経営の安定化を図っていただくため融資限度額・
融資利率等の改正を行います。同時に信用保証料補助の対象を拡大
し、小規模事業者のかたの資金調達に対する負担の軽減を図ります。
適用は４月１日申し込み分からです。

■
投
票
所
の
変
更

①
「
芦
屋
庭
球
場
（
浜
芦
屋
町
・
松
浜

町
・
平
田
町
）
」
の
皆
さ
ん
は
「
芦
屋

公
園
内
仮
設
投
票
所
（
浜
芦
屋
町
八
十

七
番
）
」
へ
移
転
と
な
り
ま
す
。

②
「
山
手
幼
稚
園
」
の
投
票
所
名
が

「
（
旧
）
山
手
幼
稚
園
」
と
名
称
変
更

に
な
り
ま
す
。

■
選
挙
公
報
の
配
布

　
新
聞
折
り
込
み
（
朝
日
・
神
戸
・
産

経
・
日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
）
で
各
世

帯
に
配
布
し
ま
す
。
市
役
所
受
付
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

に
配
置
し
ま
す
。
郵
送
希
望
の
か
た
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

県
会
　
四
月
二
日
（
金
）
〜
三
日
（
土
）

市
長
・
市
会
　
四
月
十
八
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　
　
十
九
日
（
月
）

時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
八
時
三
十
分
〜

　
　
　
午
後
五
時

場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役

所
南
館
四
階
）

震災復興まちづくり空地整備
助成制度を創設

　
こ
こ
数
年
の
日
本
は
選
挙
の
投
票

率
が
極
め
て
低
調
で
す
。
「
ど
う
せ

政
治
で
は
日
本
は
変
わ
ら
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
か
ら
で

し
ょ
う
。
「
世
の
中
が
悪
い
、
政
治

が
悪
い
」
と
都
合
の
悪
い
こ
と
は
全

て
他
人
に
転
嫁
し
て
い
て
は
決
し
て

い
い
世
の
中
も
、
良
い
政
治
も
行
わ

芦屋市中小企業融資制度を改正
　
芦
屋
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病
の

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
通
じ
て
、

被
保
険
者
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
一
日
人
間
ド
ッ
ク
検
査
料

の
助
成
」
を
行
い
ま
す
。
保
険
年
金
課
保

険
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　

■
助
成
内
容

　
市
立
芦
屋
病
院
一
日

人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
の

七
割
を
市
が
負
担
。

■
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
か
た
。

①
申
請
時
に
お
い
て
、

一
年
以
上
継
続
し
て
芦
屋
市
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た

②
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ

の
か
た

③
申
請
時
に
お
い
て
、
納
期
限
の
過
ぎ
て

い
る
保
険
料
に
未
納
が
な
い
か
た

④
同
一
年
度
内
に
お
い
て
、
本
制
度
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
か
た

■
検
査
機
関
・
検
査
日
、
申
込
受
付
日
等

　
市
立
芦
屋
病
院
が
実
施
す
る
一
日
人
間

ド
ッ
ク
の
「
成
人
病
検
診
シ
ス
テ
ム
」

コ
ー
ス
で
、
申
し
込
み
時
に
希
望
の
検
査

日
を
病
院
と
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

検
査
日
　
四
月
二
日
〜
九
月
二
十
七
日

（
月
、
金
曜
日
で
休
日
は
除
く
）

定
員
　
　
二
百
人
程
度

受
付
日
　
四
月
一
日
〜
（
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

検
査
項
目

　
身
体
測
定
、
呼
吸
器
検
査
、
循
環
機
能

検
査
、
高
脂
血
症
検
査
、
腎
機
能
検
査
、

消
化
器
系
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、
肝
・

胆
・
膵
臓
機
能
検
査
、
血
液
検
査
、
血
清

検
査
、
外
科
、
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
（
女
性
の
み
対
象
の
項
目
を
含
む
）

申
し
込
み
時
に
必
要
な
物

　
国
民
健
康
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証

（
交
付
さ
れ
て
い
る
か
た
の
み
）
、
印
鑑

＊
今
年
度
の
後
期
分
（
十
月
一
日
以
降
の

検
査
）
は
九
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　　　　   　開　票
　県会は４月11日、市長・市会は
４月25日のいずれも午後９時15分
から精道小学校体育館において行
います。【広報チャンネル（ケー
ブルテレビ９ch）で午後９時15分
より放映、ホームページ（http://
www.city.ashiya.hyogo.jp/）でも、
速報をお知らせします。】

○
投
票
所
へ
は
、
「
投
票
通
知

書
」
の
は
が
き
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

○
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日

（
金
）
以
降
に
市
内
転
居
の

届
出
を
さ
れ
た
か
た
は
、
前

住
所
地
の
投
票
所
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

投票は午前７時から午後８時まで

問い合わせ　選挙管理委員会　138-2100

あなたが選ぶ身近な選挙　統一地方選挙投票日　
県議会議員選挙　4月11日（日）

市長・市議会議員選挙　4月25日（日）

■
対
象
と
す
る
空
地
の
条
件

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
空
地
と
し

ま
す
。

①
大
震
災
に
よ
り
家
屋
が
倒
壊
し
、
取
り

壊
さ
れ
、
更
地
で
あ
る
こ
と

②
当
面
、
建
築
計
画
が
な
い
こ
と

③
土
地
所
有
者
が
、
住
民
団
体
等
の
行
う

整
備
に
同
意
し
て
い
る
こ
と

■
助
成
の
対
象
と
な
る
団
体

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体
と
し

ま
す
。

①
芦
屋
市
ま
ち
づ
く
り
助
成
要
綱
第
二
条

に
規
定
す
る
団
体

②
芦
屋
市
補
助
金
等
の
交
付
要
綱
第
三
条

第
三
号
に
規
定
す
る
対
象
事
業
と
し
て

活
動
す
る
団
体

③
町
で
構
成
さ
れ
る
自
治
会
、
商
店
会
そ

の
他
こ
れ
に
準
じ
る
団
体
で
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
規
約
を
定
め
継
続
的

な
活
動
を
行
う
団
体

④
空
地
の
環
境
整
備
が
予
定
さ
れ
る
土
地

を
含
む
概
ね
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
地
区
で
、
世
帯
数
も
し
く
は
権
利
者

の
半
分
以
上
が
賛
同
し
、
一
年
以
上
責

任
を
持
っ
て
当
該
空
地
の
管
理
を
行
お

う
と
す
る
団
体

■
対
象
内
容

　
調
査
設
計
費
、
整
地
費
、
施
設
整
備
費

で
す
。

■
対
象
金
額

　
一
空
地
当
た
り
整
備
費
の
合
計
額
の
半

額
で
百
五
十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
併
せ
て
（
財
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復

興
基
金
か
ら
も
同
額
の
補
助
が
あ
り
ま

す
。

■
対
象
期
間

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度

　
（
二
年
間
）

■
申
し
込
み
先

　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
北
館
三
階
）

　被災地における憩いとふれあいの場の創設やにぎわいを取り戻すため、
当面建築計画のない土地で一定のまとまりのある地区の住民団体等が主体
となって行おうとする暫定的な公園・広場等の整備やバザール形成に必要
な経費について助成する制度が創設されました。

問い合わせ　都市計画課　138-2073

問い合わせ　経済課　138-2033

　ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場使用料を地下２階部分に限って値下げします。
平成11年４月１日から施行の使用料金は下表のとおりです。

問い合わせ　道路課　138-2063

ＪＲ芦屋駅北自転車駐車場使用料値下げ・返還手数料値上げ
駐輪場を利用し、放置自転車等をなくしましょう

保
険
年
金
課
保
険
係
　
1
#8 

２
０
３
５

●放置自転車等は移送・保管し、保管所まで引き取りに来ていただいて返還
手数料を徴収し、お返ししています。返還手数料は、平成元年以降据え置いて
いましたが、経費の増加により値上げします。新返還料は自転車2,500円（現
行1,700円）、原付（50cc以下）4,000円（現行2,700円）になります。

問
い
合
わ
せ

    

選
挙
管
理
委
員
会
　
1
#8 

２
１
０
０

38,000円（検査料）
26,600円（市負担）
11,400円（個人負担）
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は
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年
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社
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あ
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し
、
自
分
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を
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し
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あ
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に
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加
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だ
く
事
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

お   し   ら   せ

＜のびのびパスポートを配布＞
　市内に住む小学生に神戸市等の教育施
設へ無料で入館できる「のびのびパス
ポート」を配布します。
●利用できる日…日曜、祝日、第２・４
土曜日、春・夏・冬休み●配布方法…新
学期に学校で配布。 市外の学校に通う小
学生は郵送しますので、生涯学習課へ連
絡してください
　いずれも問い合わせは、生涯学習課
（138-2091）へ。

┃和紙ちぎり絵一日講習会
●日時…４月14日（水）13時30分～15時
●会場…市民センター301室●内容…
かぶと しょうぶ

「兜・菖蒲」などの作品作り●講師…福
田能子氏●材料費…500円（色紙代等）●
申し込み…電話で公民館へ（先着順）●
問い合わせ…公民館（135-0700）

┃図書館からのお知らせ
＜こどもおはなしの会・絵本の会＞
●日時…毎週土曜日、14時～15時●会場
…図書館おはなしのへや、よみきかせの
へや●対象…３歳～小学生
＜打出分室こどもおはなしの会＞
●日時…４月10日（土）15時～15時30分
●会場…打出教育文化センター・和室●
対象…４歳以上と保護者
＜金曜シネサロン＞
●日時…毎週金曜日、13時30分～●会場
…図書館集会室●内容…２日「黄色いリ
ボン」／９日「左ききの拳銃」／16日
「荒野の七人」／23日「昼下がりの決
斗」／30日「「夕陽のガンマン」●対象
…一般成人●定員…100人
　いずれも問い合わせは、図書館（131-
2301）へ。

┃谷崎潤一郎作品朗読会
●日時…４月１日（木）13時30分～15時
●会場…谷崎潤一郎記念館講義室●参加
費…無料（要入館料）●作品…「痴人の
愛（第１回）」●朗読者…朗読グループ
ＲＳＴ●定員…30人（当日先着順）●問
い合わせ…谷崎潤一郎記念館（123-5852）

┃花と緑の講習会開催のお知らせ
＜初夏の花を使ったハンギングバスケッ
ト講習会＞

●日時…４月15日（木）13時30分～15時
30分●会場…緑の相談所●講師…司馬蓉
子氏●費用…3,500円●定員…先着18人●
締め切り…４月８日（木）
＜ワイヤーバスケット講習会＞
●日時…４月21日（水）13時30分～15時
30分●会場…緑の相談所●講師…緑の相
談員●費用…2,500円●定員…先着18人●
締め切り…４月14日（水）
　いずれも問い合わせは、都市整備公社
みどりの課（138-2103）へ。

┃国際交流協会（ACA）からのお知らせ
＜フランスの歌をうたいましょう＞
●日時…４月２日（金）14時15分～16時
●会場…国際交流協会●講師…原田宿命
氏●定員…20人
＜海技大学校海外研修生と話そう＞
●日時…４月７日（水）18時30分～20時
●会場…国際交流協会●内容…「イラ
ンってどんな国？」（英語）●講師…

アッバース・ファロクネジャド氏 ●定員
…30人
＜ＡＣＡトワイライトコンサート＞
●日時…４月16日（金）18時～19時●会
場…ラ･モール芦屋１階広場●出演…ＪＯ
Ｅ　ＷＡＤＥ●内容…「世界の音楽～ギ
ターとともに」●定員…100人
　いずれも問い合わせは、国際交流協会
（134-6340）へ。

┃社会福祉協議会からのお知らせ
＜高齢者こころの相談・健康相談＞
●日時…４月14日（水）、19日（月）14
時～16時●会場…福祉会館
＜お茶のみ友達相談＞
●日時…４月17日（土）９時30分～11時
30分●会場…福祉会館●対象…男性60歳、
女性55歳以上の独身のかた
＜第60回高齢者「会食懇談会」＞
●日時…４月22日（木）12時●会場…老
人福祉会館●対象…市内70歳以上のかた
●会費…500円●定員…50人（先着順）●
申し込み…４月７日（水）から
＜運転ボランティア募集＞
　車椅子利用の障害者・高齢者対象の移
送サービスを始めるにあたり、運転ボラ
ンティア（オートマチック車）を募集し
ます。活動可能な曜日・時間帯で登録を
お願いします。
　いずれも問い合わせは、社会福祉協議
会（132-7530）へ。

┃介護休業給付制度
　雇用保険の被保険者が家族の介護のた
め介護休業を取得した場合に、賃金の一
部を国が補助する制度が４月１日からス
タートします。
●対象者…介護休業開始前２年間に賃金
支払い対象基礎日数（11日以上）が12カ
月以上あり、対象家族を介護するための
休業である等一定の要件を満たすかた●
支給額…休業開始前の賃金額の25パーセ
ント相当額（３カ月が限度）
　問い合わせは、西宮公共職業安定所
（10798-71-3721）へ。

１/10～２/９までの受入順　（敬称略）
保健福祉部総務課取り扱い分
〔社会福祉のために〕
●10万円、寺東覚
教育委員会取り扱い分
〔教育振興のために〕
●１万8,306円、ハンドメイドの会
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名●10万円、芦屋ロータ
リークラブ●5,000円、匿名

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

成11年４月１日現在）と保護者●定員…
32組●申し込み説明会…４月８日（木）
９日（金）10時30分～11時
　いずれも問い合わせは、児童センター
（122-9229 〒659-0061 上宮川町10-5）
へ。

┃身体障害者移動相談
●日時…４月23日（金）9時30分～●会場
…西宮市総合福祉センター●対象…身体
障害者手帳所持の肢体不自由者●問い合
わせ…福祉課障害福祉係（138-2043）

┃難病患者等短期入所事業の開始
　在宅で療養されている難病患者等の介
護を行っているかたが、疾病等の理由に
より介護ができない場合に、一時的に施
設で保護を行う短期入所事業を４月から
開始します。対象者は次の条件をすべて
満たすかたです。①特定疾患調査研究事
業の対象疾患患者または慢性関節リウマ
チ患者②症状が安定していて在宅で療養
可能と医師が判断したかた③老人福祉法、
身体障害者福祉法の対象外のかた
　問い合わせは、保健センター（1 31-
1586）へ。

┃住宅管理担当からのお知らせ
＜芦屋市災害復興住宅特別融資制度の受
付期間の延長について＞

　阪神・淡路大震災により被災されたか
たで、住宅の新築・購入および修繕をし
ようとするかたに、災害復興住宅特別融
資制度を設けていますが、受付期間を延
長することになりました。り災証明をお
持ちで市内で建設・購入および修繕をし
ようとするかたは、平成12年３月末まで
に申し込みをしてください。
＜民間賃貸住宅家賃負担軽減制度の受付
期間の延長について＞

　民間賃貸住宅家賃負担軽減制度の受付
期間が、平成11年３月31日から１年間延
長され、平成12年３月31日までとなりま
した。この制度は、(財)阪神・淡路大震災
復興基金事業で、震災の被災者が民間賃
貸住宅等に入居される場合（平成７年１
月17日以降入居）に、家賃の一部を補助
することにより家賃負担の軽減を図って
います。該当されるかたは、申し込みを
してください。
　いずれも問い合わせは、建設部住宅管
理担当（138-2026）へ。

┃平成11年度市奨学金申請の受付
●資格…経済的な理由により修学が困難
で次の要件を満たしている人①高等学校、
高等専門学校、大学または、盲学校、ろ
う学校、養護学校の高等部、もしくはこ
れに準ずる学校の高等部に在学②申請者
の生計を維持する人が市内に在住③申請
者の生計を維持する人の年間所得が基準
額以下●締め切り…４月30日（金）●申
請方法…市内の公立高校在学者は各学校
へ、その他の人は総務課へ●問い合わせ
…教育委員会総務課（138-2085）

┃生涯学習課からのお知らせ
＜社会教育関係団体登録申請＞
　登録を希望する団体やグループは５月
17日（月）から31日（月）の間に生涯学
習課へ申請手続きをしてください。

期　間　５月７日（金）～翌年３月24日　全41回
　　　　毎週金曜日　午前10時～11時30分　　
会　場　老人福祉会館大広間
対　象　市内在住満60歳以上で
　　　　初めて受講のかた40人
参加費　1,000円
申し込み　４月14日（水）午前10
　　　　　時から印鑑持参で来所

日　時　毎月第２火曜日（休日は除く）
　　　　午後１時～４時　＊４月は13日
会　場　コミュニティ課相談室
対　象　市内在住・在勤のかた
内　容　遺言書、金銭貸借・土地建物賃貸

借などの契約書、離婚に伴う養育
費の支払い等の公正証書作成に関
する相談（無料）

相談員　神戸合同公証役場公証人

公正証書相談をはじめます
４月から

問い合わせ　コミュニティ課　138-2007

■職種　介護支援専門員４人　■給与　月額198,620円
（大卒22歳諸手当込み）　■応募条件　昭和34年４月２
日以降生まれで、介護支援専門員の資格または受験資格
を有する者および社会福祉士の資格を有し、介護支援専
門員を目指す者　■試験日　一次／論文・面接４月29日
（木・祝）・二次／演習・面接５月15日（土）　■採用
予定日　６月１日　■受験手続き　履歴書（上半身の写
真貼付）と志望動機を記入したＡ４レポート用紙１枚を
下記まで持参または郵送（４月23日必着）

芦屋ハートフル福祉公社常勤職員募集

問い合わせ　芦屋ハートフル福祉公社　
138-3122（〒659-0054　浜芦屋町3-26）

　仲間づくり、健康づくりの楽しい体操に参加し
ませんか？

寄　　　付

体育館・青少年センター競技場開放日
●日時…４月10日（土）10時～17時の
間の１時間●対象…市内の青少年およ
び保護者（小学校３年生以下の児童は
保護者同伴）●種目…卓球、バドミン
トン●問い合わせ…体育館・青少年セ
ンター（131-8228）

ラポルテ市民サービスコーナーは、
ラポルテ本館休館日のため、４月８
日（木）15日（木）は休業します
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健�康�カ�レ�ン�ダ�ー�4/1s5/5
阪神芦屋駅から北へ200m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

ツベルクリン反応検査�
ツ反判定・BCG接種�
�

母親学級�
　（予約制）�

貧血検査�

健康チェック�
（予約制）�

栄養相談（予約制）� 27日9:30～11:00（無料）�

健康相談�

7日13:30～15:30�
21日13:30～15:30�
 ／ 日10:00～11:30

後期�

妊婦健康相談（予約制）�20日13:30～16:00

1歳児健康診査�

4カ月児健康診査�

委託医療機関で実施�H10.4月生まれ（無料）�

5月分予約受付中�
9:15～�

5月分予約受付中�
9:30～10:30

35歳以上（成人病予防11�
項目5500円）�

骨粗しょう症健診�
（予約制）�

20歳以上（1000円）�
超音波法�

H9.10月生まれ（無料）�

H7.12月生まれ（無料）�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

14･28日�
13:00～14:00�
場所  保健所�

H10.12.1～15生まれ�
H10.12.16～31生まれ�
(無料)

1歳6カ月児健康診査�

3歳児健康診査�

15日13:00～14:00�
場所  保健センター�

1日13:00～14:00�
場所  保健所�

9:30～10:30

16歳以上→胸部X線・血�
圧・検尿（無料）40歳以上�
→前記の他 心電図・採血�
（絶飲絶食400円）�
妊婦→血液検査（予約制）�

16歳以上（130円）�

成人を対象に医師による�
相談（無料）�

胃がん検診（予約制）�

6･20日�
13:00～15:00

子宮（頸部）がん検診�
乳がん検診�

30歳以上。子宮がん（1000�
円）乳がん（400円）�

随時（医療機関で診�
療時間内の午前中）�

大腸がん検診� 40歳以上（800円）、採便容�
器を渡し、とり方の説明�

受付随時。提出日：6･�

13･20･27日午前中�

1･5･8･15･19･22･�
26日9:15～10:30

35歳以上（1000円）�

3カ月～4歳未満児（母子�
健康手帳・申し込み書・�
体温計持参（無料）�

母子健康手帳持参�
テキスト代500円�
呼吸法・沐浴（夫参加可）�

助産婦による相談�
（無料）�

育児相談� 19日9:30～11:00
主に乳児、母子健康手帳持参�
身体計測子育て相談（無料）�

なかよし育児教室�
（予約制）�

20日9:45～11:30
6～7カ月児�
母子健康手帳持参（無料）�

新生児訪問指導� 随時� 出生連絡票返送者�

アレルギー相談（予約制）�26日 9:30～10:30 アトピー性皮膚炎等の相談�

在宅寝たきり者�
訪問指導�

在宅寝たきり者�
歯科訪問指導�

市民健診�
（肺がん検診40歳以上）�

在宅で40歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

在宅で60歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

随時、�
保健センターに�
お申し込みください�

保健センター�

国道２号線業平橋東へ150m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

3歳児心の健診�
満3歳児�
しつけ子育て相談�

13･20･27日�
9:00～10:45

こども心の相談�
（予約制）�

ことばの遅れ、しつけ�
相談（児童精神科専門医）�

13日�
13:30～14:30

療育相談（予約制）�
子どもの発達について、�
専門医による相談�

一般健康相談（予約制）�
有料。診察  尿･血液検査･�
X線･心電図･HIV検査ほか�
（事業所検診は申込制）�

芦屋保健所�

19日�
21日�
13:30～14:30�
�
�

市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）�

12日�
13:30～14:30

2･16･／日�
13:00～14:00

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

老人の痴呆、不眠等相談�
（専門医と保健婦）�

心の相談（予約制）�
うつ、ノイローゼ、不眠、�
アルコール等専門医の相談�

27日�
13:30～14:30

精神障害者家族教室�

アルコール問題に悩んで�
いる家族（要事前連絡）�

家族の方の学習及び交流�
（要事前連絡）�

9日�
10:00～12:00

今月はありません�

アルコール依存症�
家族会�

あじさいの会（痴呆性�
老人家族会）�

おとしより心の相談�
（予約制）�

介護者のつどい�
託老希望の方は要事前連絡�

19日�
13:30～15:30

歯の無料相談と健診� 21日13:00～14:30 歯科医師会館（無料）�

2日�

7日�
13:30～14:30

5
12

検便（赤痢、Ｏ157等）�
水質検査�

有料。特殊項目水質検査�
などは第1・3月曜日�

毎週月・火・水曜日�
9:00～12:00

5
7

＊前納すると割引されます（６カ月前納もあります）。
月　額   毎月納付額合計  １年前納 割引額

定額 13,300円    159,600円  155,750円 3,850円
定額＋付加 13,300円＋400円    164,400円  160,430円 3,970円

実施曜日�
月・金曜日�
水曜日�

検査料金�
38,000円�
43,000円�

定員�

４人�一般ドック�
がん検診ドック�

●特別専門外来の診療について
　４月１日から木曜日の特別外来の診療が「漢方」か
ら「皮膚科」に変更し「漢方」の診療はなくなります。
問い合わせ　芦屋病院業務課医事係

●１日人間ドックについて
　「一般ドック」に加えて４月から「がん検診ドッ
ク」を実施します。「がん検診ドック」は、胃がんや肺
がんのより早期発見のため、内視鏡（胃カメラ）検査や
ＣＴ（コンピューター断層撮影）検査を追加します。

　なお、市の国民健康保険に加入されているかたは
「一般ドック」のみ、市の助成があります。直接、保
険年金課保険係へお申し込みください。
問い合わせ　芦屋病院業務課医事係

接種方法� 接種対象年齢� 標準的接種年齢� 回数�
２回�
１回�

１回�
２回�
１回�
１回�
１回�
１回�
１回�

３回�
１回�
１回�

間隔�
６週以上�

３週～８週�

１週～４週�

接種月�
５月、11月�
年７回�

通年�

通年�

通年�

通年�
�

通年�

接種名�
ポリオ� 生後３カ月～90カ月�

生後３カ月～48カ月�

生後12カ月～90カ月�

生後12カ月～90カ月�
12歳以上～16歳未満�

１回初回 生後３カ月～90カ月�
１期追加 生後３カ月～90カ月�
11歳以上～13歳未満�

１期初回 生後６カ月～90カ月�
１期追加 １期初回終了後１年�
２期　　 ９歳以上～13歳未満�
３期　　 14歳以上～16歳未満�

生後３カ月～18カ月�
生後３カ月～12カ月�

生後12カ月～24カ月�

生後12カ月～36カ月�
中学校３年生�

生後６カ月～12カ月�
１期初回接種後12～18カ月�
小学校６年生�
�
３歳�
４歳�
小学校４年生�
中学校３年生�

ツ反・BCG

はしか�

日本脳炎�

風しん�

三種混合�
�
二種混合�

集団接種�

個別接種�

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１―２７８２
（芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３―６４７１

４/４日 広瀬歯科クリニック 西山町4-8-105
1２３―６４２０

４/11日 藤本歯科医院 船戸町5-2-202　　
　　　　　　　　 1３１―４１９３
４/18日 マキハタ歯科医院 打出町1-16

1２２―３２３３
４/25日 増田歯科医院 親王塚町11-15

1２２―５３５９
４/29日 シーサイド溝井歯科 高浜町7-2-105　　
　　　　　 1３２―１００８
５/２日 小野歯科医院 伊勢町2-4

1２２―３９８９

夜間在宅輪番
●時間…夜間（毎日）21時～翌7時
●問い合わせ…消防本部（132-2345）

耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
●診療日…日曜・祝日、9時～16時
●場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-436-8701）

消防署に奥池分遣所を新設

ア ン タ ン テ

「下水」の水質検査結果　下水処理場132-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い　【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる　【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。�

試験日�
項　目� 2月18日（木）� 3月4日（木）�

晴　れ�
8.2

晴　れ�
12.1

15.9�
7.4�

105   �
210   �
104000

流入水�
17.5�
6.9�
5   �
18   �
N.D   

処理水�
16.7�
7.6�
99   �
190   �
100000

流入水�
18.5�
7.0�
6   �
19   �
N.D   

処理水�

活性汚泥�
法処理に�
よる基準�

5.8～8.6�
70以下�
20以下�
3000以下�

�前　日　晴　れ�
前々日　　雨　�

前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

天　　　　　　候�
気　　　温 （:）�
検　水　名�
水　　　温 （:）�
Ｐ　　　Ｈ�
Ｓ　　　Ｓ（M /R）�
Ｂ　Ｏ　Ｄ（M /R）�
大腸菌群数（コ/P）�

備　　　　　　考�

「うみのこと」
劇作家　深津　篤史

　
夕
方
に
な
る

と
海
を
見
て
い

た
。
私
の
家
か

ら
自
転
車
で
五

分
、
あ
の
頃
は

湾
岸
線
な
ん
て

も
の
も
な
か
っ

た
か
ら
、
遠
く

水
平
線
が
見
え

た
。
瀬
戸
内
の

海
は
静
か
で
、

波
な
ん
て
申
し

訳
程
度
で
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
座
っ
て
ぼ
ん

や
り
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
ま
あ
、
私
に

も
思
春
期
の
頃
が
あ
っ
た
と
い
う
訳
だ
。

　
水
平
線
に
う
か
ぶ
船
の
影
は
止
ま
っ
た
ま

ま
動
か
な
い
。
私
は
船
に
つ
い
て
は
詳
し
く

な
い
か
ら
、
あ
れ
が
何
の
目
的
で
動
こ
う
と

し
な
い
の
か
定
か
で
は
な
い
。
時
折
、
近
く

を
小
さ
な
船
が
行
き
す
ぎ
る
。
日
は
ゆ
っ
く

り
と
暮
れ
て
一
瞬
水
平
線
を
紅
く
染
め
る
。

空
の
上
の
方
か
ら
紫
が
溶
け
て
く
る
。
星
が

幾
つ
か
瞬
き
は
じ
め
る
。
海
は
暗
く
淀
ん
だ

青
に
変
化
し
、
や
が
て
空
と
海
の
境
界
が
消

え
て
ゆ
く
。
ま
だ
う
っ
す
ら
と
明
る
い
な
か

に
船
が
ポ
ツ
ン
と
浮
い
て
い
る
。
小
船
が
宙

を
飛
ぶ
よ
う
に
走
っ
て
い
く
。
夜
は
更
け
た
。

私
は
帰
路
に
就
く
。
夜
空
に
星
。
ち
な
み
に

私
の
認
識
で
き
る
星
座
は
と
い
う
と
、
オ
リ

オ
ン
座
、
カ
シ
オ
ペ
ア
座
、
子
ぐ
ま
座
の
三

つ
し
か
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
感
慨
に
浸
る

思
春
期
の
私
。
あ
の
頃
い
っ
た
い
何
を
思
っ

た
と
い
う
の
に
オ
セ
ン
チ
度
が
あ
の
頃
よ
り
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
が
、
ま

あ
、
海
だ
し
、
冬
だ
し
、
何
よ
り
故
郷
だ
し
。

私
は
波
打
ち
際
ま
で
降
り
て
ゆ
き
、
海
水
を
口

に
含
ん
だ
。
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず

海
に
は
変
わ
り
あ
る
ま
い
。

深
津
　
篤
史
（
ふ
か
つ
　
し
げ
ふ
み
）
氏

　
一
九
六
七
年
生

ま
れ
。
桃
園
会
主

宰
。
劇
作
家
、
演

出
家
。
一
九
九
二

年
、
桃
園
会
を
旗

揚
げ
、
一
九
九
八
年
「
う
ち
や
ま
つ
り
」
で
第

四
十
二
回
岸
田
戯
曲
賞
受
賞
。
同
志
社
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
卒
。
芦
屋
市
出
身
。

幼児教育学級―子どもの未来を開く子育て
子どもの未来を開く子育て／辻井正（大阪おもちゃライブラリー主宰）
子どものしつけを考える／田中純子（ちびくろ保育園保母）
絵本の読み聞かせあれこれ／井上共子（夙川学院短期大学）
お母さんと一緒にリズム体操（子育てセンター）他
文学のおもかげを訪ねる
歩き始める前に／夙川から満池谷へ／布引の滝／
須磨寺周辺／伊丹の昆陽池／宮崎修二朗（元大阪芸術大学）

自然に親しむ講座―山を歩こう
山野草ウオッチング／古市景一（芦屋自然の会）
布引ハーブ園へ／山悠会の皆さん
仁川から北山緑化植物園／山本順一（神戸の植物化石を考える会）
芦屋の山の散策／前田典子（グリーン・インテリア・アドバイザー）他
楽しく生きるための講座―国際高齢者年を考える
「老人力」が21世紀を救う／森　晴秀（神戸大学）
ほんわかトークとマリンバの演奏／松本真理子（マリンバ奏者）
ワンポイント法律アドバイス／岩本洋子（弁護士）
今、癌治療の現場では…／門田守人（大阪大学）他
国際問題講座―市民と考える日本の平和と安全
戦後の日本の平和意識／和田進（神戸大学）
戦後日本の安全保障政策／中西寛（京都大学）
新ガイドラインを巡る論議と歴史の教訓／豊下楢彦（立命館大学）
21世紀の日中関係を展望する／安井三吉（神戸大学）他
世界はニュ－スだけではわからない（時事経済解説）
①日本の経済･産業構造はどう変化していくか/二宮厚美（神戸大学）
以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。

４／26～７／５
全10回、月曜日中心
10:00～11:30中心
203室他

４／26～６／７
全６回、月曜日
14:00～15:30中心
講義室他

60人
500円
託児なし

30人
1,000円
託児あり

４／28～７／14
全７回、水曜日
8:50～14:30中心
現地

45人
500円
託児なし

５／６～６／24
全７回、木曜日
10:00～11:30
301室他

60人
500円
託児あり

５／15～７／３
全５回、土曜日
10:00～11:30
301室

80人
500円
託児あり

４／24～９／18
全６回、土曜日
14:00～15:30
401室

100人
500円
託児なし

　
奥
池
南
町
に
芦
屋
市
消
防
署

奥
池
分
遣
所
を
新
設
し
ま
し
た
。

分
遣
所
に
は
職
員
三
人
と
消
防

車
、
救
急
車
各
一
台
を
配
備
し
、

四
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

新設された奥池分遣所（奥池南町34-5）

問い合わせ　消防本部総務課　138-2095

　
被
災
者
の
生
活
復
興
を
支
援
す
る
生
活

復
興
資
金
貸
付
の
取
扱
期
間
が
一
年
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
借
入
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
り
災
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
市

役
所
・
役
場
で
事
前
確
認
書
に
確
認
印
を

受
け
て
平
成
十
二
年
二
月
末
ま
で
に
金
融

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
福
祉
部
総
務
課
援
護
担
当
　
1
#8 

２
０
４
１

■
申
し
込
み
が
で
き
る
か
た

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た

①
世
帯
主
ま
た
は
世
帯
の
生
計
を
主
に
維
持

し
て
い
る
か
た

②
年
間
の
総
所
得
金
額
が
六
百
九
十
万
円
以

下
の
か
た

③
兵
庫
県
内
の
市
町
で
全
壊
・
全
焼
・
半

壊
・
半
焼
の
被
害
を
受
け
た
か
た

④
申
込
時
年
齢
が
二
十
歳
以
上
の
か
た

⑤
返
済
能
力
の
あ
る
か
た

■
貸
付
限
度
額
　
三
百
万
円

■
貸
付
利
率
　
年
三
％
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
復
興
基
金
か
ら
の
利
子
補
給
に
よ
り
実

質
無
利
子
）

■
返
済
期
間
・
方
法

　
貸
付
額
百
万
円
以
下
↓
六
年
以
内

　
貸
付
額
百
一
万
円
以
上
↓
七
年
以
内

　
（
い
ず
れ
も
、
う
ち
一
年
以
内
据
置
可
）

■
取
扱
金
融
機
関

　
さ
く
ら
銀
行
、
み
な
と
銀
行
、
但
馬
銀

行
、
近
畿
労
働
金
庫
、
兵
庫
県
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
各
Ｊ
Ａ
が
窓
口
、
組

合
員
に
限
る
）
、
淡
路
信
用
金
庫
（
淡
路

地
域
の
本
・
支
店
）
、
淡
陽
信
用
組
合

（
淡
路
地
域
の
本
・
支
店
）

平成11年度の国民年金保険料が据え置かれます
4月からも月額13,300円、付加保険料は400円

　既に前納されているかたには改めて還付の
ご案内を送付しますのでお待ちください。

問い合わせ　保険年金課年金係　138-2036

平成11年度女性週間記念＆公民館講座開講記念事業
ひと ひと

女と男…バランスある社会へ　映画のなかの人間模様
■日時　４月10日（土）午後１時30分～３時30分 ■会場　ルナ・ホール
■内容　講演とピアノによる映画音楽演奏 ■定員　660人
■講師　映画字幕翻訳者　戸田奈津子氏 ■ピアノ演奏　一ノ瀬夏美氏
■一時保育　要予約。無料。満２歳から就学前の幼児。

問い合わせ
女性センター　138-2023　公民館　135-0700

■申し込み　往復はがきに（複数の講座も１枚のはがきで可）①講座名②住所（在職者は勤務先住所）③氏名④
電話番号⑤年齢⑥性別を記入し（返信用にも住所、氏名を記入）公民館へ郵送

■期　　限　４月９日（金）消印有効。応募者多数の場合抽選（市内在住・在職者優先）、定員に満たない場合
は、引き続き先着順で受け付けます。

■受 講 料　講座の初回に各講義室で。受講料は全回通しの金額。受講料は返金できません。
■託　　児　無料。２歳以上。はがきに託児希望と記入してください。

春の公民館講座
日時・会場 定員・受講料講座名／講座内容／講師（敬称略）

て
海
を
眺
め
て
い
た
か
、
今
の
私
に
は
と
ん
と

わ
か
ら
な
い
。

　
こ
な
い
だ
久
し
ぶ
り
に
芦
屋
の
海
を
見
に

行
っ
た
。
川
み
た
い
に
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
波
な
ん
て
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
僕
は
ど
っ

ち
に
流
れ
た
ら
え
え
の
？
っ
て
感
じ
で
の
た

く
っ
て
い
た
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
み
た
い
に
静
か
な

海
、
い
や
川
か
。
ふ
り
返
れ
ば
あ
い
か
わ
ら
ず

殺
風
景
な
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
。
あ
の
灰
色
で

コ
ン
ク
リ
む
き
だ
し
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
面
は

お
シ
ャ
レ
な
の
か
。
近
未
来
な
の
か
。
あ
れ
が

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
主
義
主
張
だ
っ
た
ら
、
し
ば
か

な
あ
か
ん
な
あ
、
な
ど
と
馬
鹿
な
事
を
考
え
て

い
た
ら
急
に
も
の
悲
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
う

い
や
オ
カ
ン
は
こ
の
す
ぐ
裏
手
の
仮
設
に
住
ん

ど
っ
た
な
。
ど
う
も
い
け
な
い
。
三
十
も
過
ぎ

問い合わせ　公民館　135-0700（〒659-0068  業平町8-24）

【４月】夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

「『下水』の水質検査結果」は６面に掲載しています。

兵
庫
県
生
活
復
興
資
金
貸
付
　
申
込
期
間
を
一
年
間
延
長

■申し込み　往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記のうえ、女
性センター（〒659-0092  大原町2-6、ラ・モール芦屋
２階）へ。（４／５必着、定員をこえた場合抽選）
＊保育希望のかたは子どもの名前・年齢を明記。
＊手話通訳・要約筆記希望のかたは明記してください。

大型ごみの収集日
　灯油缶より大きいものを目安にしてください。自転車を出
す場合には、必ず「不用品」と張り紙をしてください。ステ
ーション付近にはごみ以外は置かないでください。

■日曜・祝日救急当番医

●芦屋病院健康教室
第４回　テーマ「更年期障害」
①中高年女性の身体の変化   宮本愛子産婦人科医長
②更年期ののり切り方　　　   亀田隆産婦人科部長
③薬物療法について　　　　　   鈴木知佐子薬剤師
日　時　４月21日（水）午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側（東側）ロビー
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　４月９日（金）午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ
①糖尿病の現状　　　   　　　　金山良男診療局長
②標準体重と摂取量の計算の仕方
　　　　　　　　　　　　　   　溝畑秀隆栄養係長
③お薬の管理                  　　　平野泰健薬剤科主査
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●芦屋市の予防接種のご案内

○集団接種は保健センターで行います。日程は広報紙でお知らせします。
○個別接種は市内予防接種受託医療機関で受けてください。申込書は医療機関にあります。必ず母子健康手帳を
持って行きましょう。

○市外の学校園に通学、通園されているかたも受託医療機関で受けてください。
○三種混合は、ジフテリア、破傷風、百日咳。二種混合は、ジフテリア、破傷風です。

問い合わせ　保健センター

　　　　　町　名・地　域
山芦屋・西山・西芦屋　　
朝日ケ丘　
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜
月若・三条・平田・奥池・奥池南
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川
宮塚・平田北
楠・春日
六麓荘・岩園
船戸・松ノ内・清水・前田
山手・奥山・三条南
東山・東芦屋
打出小槌・若宮・打出
大東・呉川
翠ケ丘
南宮・西蔵
大原・親王塚
津知・川西・精道・宮川
浜
高浜１～４
高浜５～10
若葉１～３・緑
若葉４～７
浜風・新浜・陽光
潮見

  ５月
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
１　29
３　31
４
５
６
７
８
10
11
12
13
14
15
17
18
19
20
21
22

 ４月
　 26
　 27
　 28
１ 29
２ 30
３
５
６
７
８
９
10　
12
13
14
15
16
17
19
20
21
22
23
24

戸田奈津子氏

店　　名 ＴＥＬ 当番日
みなと設備　　　０７９８－３４ー７９４１ 12、25
神明商会　　　　２２－３５６５ 13、26
ジンノ　　　　　２３－２９９１ １、14、27
東山商会　　　　３１－１８８２ ２、15、28
中央水道工務所　２２－３５５２ ３、16、29
原田商会　　　　２２－０７０６ ４、17、30
松原商会　　　　２２－８１５５ ５、18
越智商会　　　　２２－３７０８ ６、19
大阪商会　　　　３２－６３０２ ７、20
伸興設備　　　　２２－０３７９ ８、21
西岡設備工業所　２２－６９００ ９、22
種継水道商会　　３１－２９１４ 10、23
前忠工業　　　　３１－８５４８ 11、24

水
道
の
修
理
は

　
「
芦
屋
市
指
定
水
道
工
事
事
業
者
」
へ

　
○
平
日
の
昼
間
は
水
道
部
へ

　
○
土
・
日
・
祝
日
は
市
役
所
へ

　
○
夜
間
の
修
理
は

　
　
左
の
業
者
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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放送時間
日・月・木
７：00

22：00

火・水・金・土
７：30

22：30

〜

〜

広報チャンネル番組ガイド9CH

45

■日・月・木…ＡＢＣ、火・金…ＣＡＢ、水・土…ＢＣＡ、の順に、２時間30分サイクルで放映しています。
　番組内容などは変更になる場合もありますのでご了承ください。　（＊）印の番組はビデオの貸し出しが可能です。

広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課†38-2006／CATV加入に関する問い合わせ　CCA 7 0120-181-344

一般会計震災関係経費の推移�
（単位：百万円）�

震災関係経費� その他の経費�

6 7 8 9 10 11 年度� 合計�

※平成６年度～９年度�
　平成10年度�
　平成11年度�

決算�
現計予算�
当初予算�

5,653

38,994

44,647

35,983

50,807

86,790

32,786

36,893

69,679

34,424

23,916

58,340

37,687

19,488

57,175

33,194

15,626

48,820

152,383

213,068

365,451

４／１（10:00～）～４／15（～10:00）
　　　

Ｃ　
00分　ニッポン
　　　みたまま
　（30分番組）

　　　　　　　 
  Ｂ

00分　市民プロデュース番組（＊）
　　　「学芸員が行く　古地図と用水」
20分　はじめての手話１（再）（＊）

30分　広報カメラ撮りっきり（＊）
　　　「山手幼稚園閉園式」
50分　文字放送
　　　（ごみ、救急当番医）

　　　　　　  　  Ａ　
00分　あしやＮＯＷ（＊）
　　　「日本の元気は地域から」
15分　フレッシュリポート（＊）
　　　「おすもうさんがやってきた」
30分　芦屋の人（＊）
　　　「中山只一氏」
40分　新・暮らしの情報（＊）
　　　「男の料理Ⅰ」
50分　ナレーション付き文字ニュース
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消防費�
13億8,435万円�

2.8％�

諸支出金・その他�
18億2,022万円　3.7％�

歳　出�
488億2,000万円�
（100％）�

土木費�
168億2,550万円�
34.5％�

公債費�
70億1,204万円�
14.4％�

教育費�
56億9,547万円�
11.7％�

衛生費�
39億6,388万円�
8.1％�

総務費�
38億6,869万円�
7.9％�

民生費�
82億4,985万円�
16.9％�

�
�
�
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平成11年度一般会計歳入歳出予算構成図�

諸収入�
25億8,438万円�
5.3％�

寄附金�
15億4,138万円�

3.2％�

財産収入・その他�
14億4,627万円�

2.9％�

使用料及び手数料�
10億2,489万円�

2.1％�

県支出金�
10億656万円　2.1％�

地方交付税�
16億円　3.3％�

地方特例交付金�
6億5,000万円　1.4％�

地方消費税交付金�
4億5,000万円　0.9％�

利子割交付金・その他�
6億4,600万円�
1.2％�

市　税�
216億8,348万円�
44.4％�

国庫支出金�
55億4,334万円�

11.4％�

市　債�
68億7,970万円�

14.1％�

繰入金�
37億6,400万円   7.7％�

自
主
財
源�

依
存
財
源�

65.6％�

34.4％�

歳　入�
488億2,000万円�
（100％）�

　
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ
と

一
年
に
迫
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
制
度
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
？

Ａ
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
（
第
一
号
被
保

険
者
）
と
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
（
第
二

号
被
保
険
者
）
が
加
入
し
ま
す
。

Ｑ
現
在
健
康
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
介
護

保
険
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ
高
齢
化
、
長
寿
化
が
進
ん
だ
現
在
、
誰

も
が
介
護
が
必
要
に
な
る
可
能
性
は
大
き

く
な
り
、
核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
家
族
だ

け
で
介
護
を
す
る
の
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
まつく

す
。
介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
で
支
え
る
仕
組
み
を
創

ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
原
則
と
し
て
四
十
歳
以
上
の
か

た
が
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

ち
ほ
う

Ａ
第
一
号
被
保
険
者
は
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
り
（
要
介
護
状
態
）
、
要
介
護
状
態

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
（
要

支
援
状
態
）
に
、
第
二
号
被
保
険
者
は
老
化
を
起
因
と

す
る
特
定
の
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
「
要
介
護
認
定
」

の
結
果
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
要

介
護
認
定
申
請
は
今
年
の
秋
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
）

震災関係経費　　　　　203,677円（32.0％）　　　

震災関係以外の経費　　　　　432,671円（68.0％）

市民１人当たりで見る新年度予算額

（１）市街地の復興

土地区画整理事業（中央地区、西部地区）
都市計画街路事業（山手幹線、川西線）
若宮地区震災復興住環境整備事業
区画整理事業関係公園整備事業（中央地区、西部地区）
災害復興住宅特別融資制度
六麓荘地区都市基盤整備事業
（２）保健・福祉の充実

介護保険制度導入準備経費
デイサービス事業
ホームヘルプ事業
在宅介護支援センター事業
（３）防災対策の強化

41メートルのはしご付き消防自動車購入
耐震性飲料・消火兼用貯水槽設置（山手小学校）
防災拠点等整備（防災倉庫・資機材整備）
（４）教育・文化の充実

山手小学校校舎整備事業
岩園小学校校舎整備事業
学校給食用食器買替
芦屋国際俳句祭実施
（５）その他の事業

芦屋市総合公園整備事業（南芦屋浜地区）
ペットボトル資源化対策施設整備事業
火葬場整備の基本計画等策定

4,587,848
3,397,245
1,815,284
649,320
389,281
170,640

214,071
264,352
190,371
40,481

166,920
80,000
38,000

801,290
193,100
20,000
6,000
　

1,269,000
50,000
7,000

基
本
方
針

　
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る
「
わ
が
ま
ち
芦
屋
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
二
十
一
世
紀

に
む
け
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま

ち
、
「
小
さ
な
大
都
市
・
芦
屋
」
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
「
清
潔
で
公
正
な
政
治
」
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
」
を
行

政
執
行
の
基
本
に
据
え
、
限
ら
れ
た
厳
し
い
財
源
の
中
で
施
策
の
選
択
を
行
い
、

市
街
地
の
復
興
、
保
健
・
福
祉
の
充
実
、
防
災
対
策
の
強
化
、
教
育
・
文
化
の
充

実
等
を
柱
と
し
た
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
に
つ
い
て
は
「
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
を
中
心
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
な
が
ら
、
早
期

事
業
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

【
保
健
・
福
祉
の
充
実
】

◆
介
護
保
険
事
業
は
、
要
介
護
認
定
事
務
、

事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
介
護
支
援

専
門
員
の
確
保
な
ど
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

◆
本
年
五
月
に
、
陽
光
町
に
医
療
法
人
に

よ
る
市
内
初
の
老
人
保
健
施
設
「
さ
く
ら

の
園
」
が
、
十
一
月
に
は
浜
町
に
、
市
内

で
三
カ
所
目
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
エ
ル
ホ
ー
ム
芦

屋
」
が
開
設
予
定
で
あ
り
、
施
設
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

◆
在
宅
福
祉
は
、
芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉

公
社
に
よ
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
介
護
相

談
に
応
じ
る
等
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
は
、
新
た
に
短
期
入
所
事

業
へ
の
補
助
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

の
委
託
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
「
芦

屋
市
障
害
者
（
児
）
福
祉
計
画
第
三
次
中

期
計
画
」
に
基
づ
き
、
福
祉
・
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
・
療
育
施
策
の
充
実
、

生
活
環
境
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

◆
保
健
事
業
は
、
難
病
患
者
の
か
た
を
対

象
に
、
短
期
入
所
事
業
を
新
た
に
実
施
し
、

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◆
保
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援

の
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
四
月
か

問い合わせ　企画財政部総務課　138-2005　　財政課　138-2011

「小さな大都市・芦屋」をめざして
平成11年度の施政方針と予算の概要をお知らせします

ら
公
立
の
全
保
育
所
に
お
い
て
午
後
七
時

ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

芦
屋
市
児
童
健
全
育
成
計
画
「
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
　

◆
福
祉
医
療
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
対
策
と
し
て
本
年
七
月
か
ら
三
歳
以

上
六
歳
未
満
の
幼
児
の
入
院
に
対
す
る
医

療
費
助
成
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◆
市
立
芦
屋
病
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
患
者
数
の
推
移
、
施
設
の
老
朽
化
、

国
の
医
療
費
抑
制
策
な
ど
、
病
院
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
総
合
的
に
検
討

し
、
時
代
に
即
し
た
病
院
経
営
を
め
ざ
し

て
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
防
災
対
策
の
強
化
】

◆
山
手
小
学
校
に
、
耐
震
性
飲
料
・
消
火

兼
用
貯
水
槽
と
防
災
用
資
機
材
倉
庫
を
、

南
宮
公
園
等
に
防
災
用
資
機
材
倉
庫
を
設

置
し
ま
す
。

◆
消
防
施
設
等
の
整
備
お
よ
び
救
急
業
務

に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
に
、
奥
池
地
区

に
分
遣
所
を
開
設
し
ま
す
。
　

◆
四
十
一
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
付
き
消
防

自
動
車
を
購
入
し
、
高
層
建
物
火
災
等
に

対
処
す
る
と
と
も
に
、
消
防
緊
急
通
信
指

令
装
置
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
教
育
・
文
化
の
充
実
】

◆
学
校
教
育
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

本
年
度
を
「
特
色
あ
る
教
育
・
元
年
」
と

位
置
づ
け
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
「
特

色
あ
る
学
校
園
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

◆
「
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
や
「
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
イ
ー
ク
」
の
よ
う
な
実
体
験
学

習
を
生
か
し
、
「
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
ぬ
く
も
り
の
あ

る
教
育
の
推
進
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
を
進
め
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
を
図
り
ま
す
。

◆
小
学
校
の
給
食
食
器
は
、
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
製
を
強
化
磁
器
に
替
え
ま
す
。

◆
学
校
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
本
年
四

月
に
「
山
手
小
学
校
と
三
条
小
学
校
」
並

び
に
「
山
手
幼
稚
園
と
西
山
幼
稚
園
」
が

【
市
街
地
の
復
興
】

◆
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
中
央
地
区
で
は
、
残
っ
て
い
る
仮

換
地
の
指
定
、
建
物
移
転
や
川
東
線
な
ど

の
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
　

◆
西
部
第
一
・
第
二
地
区
で
は
、
仮
換
地

の
指
定
と
建
物
移
転
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
若
宮
地
区
の
住
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
用
地
取
得
の
推
進
と
、
従
前
居
住

者
用
住
宅
二
棟
三
十
一
戸
の
建
設
に
着
手

し
ま
す
。

◆
山
手
幹
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
も
得
て
、

神
戸
市
境
か
ら
西
宮
市
境
ま
で
の
全
線
で
、

ま
た
、
川
西
線
に
つ
い
て
も
、
用
地
買
収
、

建
物
移
転
等
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

統
合
し
、
新
し
い
「
山
手
小
学
校
」
お
よ

び
「
西
山
幼
稚
園
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
学
校
園
の
施
設
整
備
は
、
山
手
小
学
校

校
舎
の
建
て
替
え
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、

岩
園
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
準
備
の
た
め

仮
設
校
舎
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
昨
年
開
催
し
た
「
芦
屋
国
際
俳
句
フ
ェ

ス
タ
’98
」
を
本
年
度
は
「
第
一
回
芦
屋
国

際
俳
句
祭
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
継
続
的

に
実
施
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都

市
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
の
交
換
学
生
事
業
も

三
十
五
回
目
を
迎
え
、
国
際
交
流
協
会
と

連
携
し
、
よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

工
夫
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

【
そ
の
他
の
事
業
】

◆
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
「
第

三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
女
性
施
策
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
「
ウ
ィ
ザ
ス･

プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
め
ざ

し
て
、
就
労
支
援
事
業
、
相
談
業
務
事
業
、

啓
発
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
芦
屋
市
行
政
手
続
条
例
」
を
制
定
し
、

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
火
葬
場
整
備
事
業
は
、
平
成
十
四
年
度

の
事
業
完
成
を
目
指
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

◆
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
全
面
的
に
改
正
し
、
市
・
事
業

者
・
市
民
が
協
働
し
て
健
全
で
恵
み
豊
か

な
環
境
の
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本

と
し
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
低
公
害
車
の
普
及
の
た
め
、
天
然
ガ
ス

仕
様
の
ご
み
収
集
車
を
一
台
購
入
し
ま
す
。

◆
国
道
四
十
三
号
お
よ
び
阪
神
高
速
道
路

に
お
い
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
低
周
波
空

気
振
動
の
調
査
を
実
施
し
、
国
等
関
係
機

関
に
環
境
対
策
の
実
施
を
要
望
し
ま
す
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
は
、
平
成
十

二
年
度
開
始
に
む
け
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
大
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高年福祉課　介護保険準備担当　138-2046
介護保険制度　Ｑ&Ａ

　チェルノブイリ事故から10余年。現地はい
まだ立ち入り禁止の柵があり汚染の解消には
長い年月がかかる。現地と関わりを持った夫
妻の手による写真展。

問い合わせ　女性センター　138-2023

■ 日 時　４月１日
（木）～2 8日（水）
（土・日を除く午前９
時～午後５時）■会場
　女性センター情報
コーナー

川村龍一プロデュース
ルナ・サウンド・クルーズ ’99
～Plays フランク・シナトラ～

（旧ヴァンガード　ジャズ　コンサート）

日　時　５月22日（土）午後６時20分～
会　場　ルナ・ホール
出　演　川村龍一、北野タダオとアロージャズオーケストラ、

古谷充、中村真カルテット
入場料　前売4,000円、当日4,500円
　　　＊前売券売り切れの場合、当日券は発売いたしません
チケット発売所　大丸芦屋店商品券売場、モンテメール大蓄、
市民センター内グリル業平、市役所売店、チケットぴあ、チ
ケット・セゾン、ローソンチケット、文化振興財団事務所

問い合わせ　文化振興財団事業部　131-4962

大田美智子・健嗣 写真展
ベラルーシ・いのち・ひと
―繰り返さないでチェルノブイリ―

女性センター

ミニ展示

問い合わせ
谷崎潤一郎記念館　123-5852

◆ 源氏物語講座 ◆
日　時　４月26日～９月27日

の各月第４月曜日、
午前10時～正午

会　場　市民センター
費　用　3,000円（６回分）
講　師　京都橘女子大教授
　　　　鈴木紀子氏
定　員　100人
＊平成３年開講の講座の途中
からの参加になります。現在、
源氏物語「明石」を講読中。

　平成11年度予算は、前年度に引き続き、一日も早くまちを復興させ、災害に強い快適
で安全・安心な住みよいまちを創出し、次世代に継承していくため、市街地の復興を中
心に、教育施設や福祉施策の充実にも配慮した内容となっています。

■歳　入（一般会計）
　歳入の主なものは、市税216億8,348万円、市債68億7,970
万円、国・県支出金65億4,990万円、基金繰入金37億6,400万
円となっており、これらで歳入全体の約80％を占めています。
　このうち市税は、長引く不況の影響と、国の景気対策の
一環として実施されます恒久的な減税措置により、前年度
に比べ約21億円（8.8％）の減少となっています。
　また、市債は市税の減収に伴う減税補てん債の発行等に
より約８億円（14.0％）増加し、一方、国・県支出金は仮設
住宅撤去・敷地復旧事業の終了に伴い、約14億円（17.3％）
の減少となっています。

■歳　出（一般会計）
　歳出のうち、震災関係経費は156億2,587万円で、全体の
32％となっています。その主な内訳は、土地区画整理事
業、街路事業、若宮地区震災復興住環境整備事業などの復
興関係経費が117億7,730万円、41メートルのはしご付消防
自動車の配備など防災対策関係経費が３億8,078万円、市
債の償還金33億7,800万円などです。目的別で主なもの
は、土木費168億2,550万円、民生費82億4,985万円、公債
費70億1,204万円、教育費56億9,547万円で、これらで歳出
全体の約78％を占めています。土木費は、震災復興事業や
南芦屋浜地区の総合公園整備事業などの経費であり、民生
費は介護保険導入準備経費や各種の福祉サービスなどの経
費、教育費は山手小学校の建て替えをはじめとする、学校
園の施設整備などの経費です。また、公債費（市債の償還
金）は震災関係の市債の償還額が増加することから約14億
円（25.５％）の増加となっています。
　性質別の構成割合では、人件費・物件費などの消費的経
費が43.0％、投資的経費が31.9％、その他の経費が25.1％
となっています。

◇ 平成11年度当初予算 ◇
（　）内は対前年度比

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【平成11年1月1日現在の推計人口（76,719人）に基づいて算出】

平成11年度の主な事業　　　　　　（単位：千円）

気
浄
化
機
能
を
有
す
る
樹
林
等
の
緑
地
を

整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
広
域

避
難
地
と
し
て
の
防
災
機
能
も
備
え
た
芦

屋
市
総
合
公
園
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

◆
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興

券
交
付
事
業
を
通
し
て
、
地
元
商
業
の
活

性
化
が
図
れ
る
よ
う
、
商
工
会
等
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

◆
呉
川
町
に
あ
る
温
泉
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
温
泉
の
持
ち
帰
り
の
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

◆
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
活
動
を

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
連
絡

会
を
設
置
し
、
防
犯
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

【
行
財
政
運
営
】

◆
本
市
の
財
政
状
況
は
、
震
災
復
旧
・
復

興
事
業
に
伴
う
多
額
の
借
入
金
残
高
を
抱

え
、
さ
ら
に
は
長
期
化
し
た
景
気
の
低
迷

に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
等
か
ら
き
わ
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
十
二
年
度
ま
で
の
行
政
改
革
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の
見

直
し
、
財
政
の
効
率
的
運
営
、
組
織
・
要

員
等
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
本
年
度
は
、
歳
入
の
中
心
と
な
る
市
税

収
入
が
、
長
引
く
不
況
の
影
響
と
景
気
対

策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
恒
久
的
な

減
税
措
置
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
の
当
初

予
算
に
比
べ
約
二
十
一
億
円
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。
歳
出
で
は
、
震
災
関
連
に
伴

う
市
債
の
償
還
等
に
よ
り
、
公
債
費
が
前

年
度
に
比
べ
十
四
億
円
あ
ま
り
増
加
す
る

と
と
も
に
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
施
策
の
充
実
等
か
ら
経

常
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
経
費

の
節
減
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
基

金
の
取
り
崩
し
や
市
債
の
発
行
等
に
よ
り

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

◆
国
・
県
に
対
し
て
、
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
や
、
高
金
利
の
市
債
に
つ
い
て
、

繰
上
償
還
や
借
り
換
え
の
拡
充
を
要
望
し

ま
す
。

市税負担額 282,635円

サービスの提供 ↑　　↓ 納　税

歳出額（一般会計）636,348円

一般会計 ４８８億２，０００万円（ 0.6％増）

特別会計 １７８億４，１３０万円（ 0.2％増）

　国民健康保険事業 45億3,500万円（ 6.3％減）

　下水道事業 48億7,200万円（20.4％増）

　公共用地取得費 4億2,600万円（同 　額）

　交通災害共済事業 1,130万円（ 4.2％減）

　都市再開発事業 3,800万円（95.2％減）

　老人保健医療事業 77億2,300万円（ 2.9％増）

　駐車場事業 2億3,600万円（26.9％増）

企業会計 ８８億７，８２４万円（ 1.8％減）

　病院事業 58億9,767万円（ 5.2％増）

　上水道事業 29億8,057万円（13.1％減）

合　計 ７５５億３，９５４万円（ 0.2％増）


